
 

平成３０年度第１回公共調達監視委員会審議概要 

   

佐賀労働局 

 

１ 開催日時 

     平成３０年８月３１日（金） 

 

２ 開催場所 

     佐賀市駅前中央３丁目３番２０号 佐賀第２合同庁舎５階共用大会議室１ 

 

３ 公共調達監視委員 

     委員長  小川 哲彦（佐賀大学教授） 

     委 員  岸川 浩幸（税理士） 

     委 員  大川 正二郎（弁護士） 

 

４ 審査対象期間 

     平成３０年１月１日～平成３０年６月３０日 

 

５ 審査計画件数 

（１）公共工事        ０件（審議対象 ０件） 

 （内訳）競争入札  ０件（審議対象 ０件） 

     随意契約  ０件（審議対象 ０件） 

（２）物品役務等      ４５件（審議対象 ８件） 

 （内訳）競争入札 ３１件（審議対象 ５件） 

     随意契約 １４件（審議対象 ３件） 

 

 

６ 審議案件抽出方法 

     佐賀労働局公共調達監視委員会設置要綱第６条に基づき対象案件を抽出した。 

      

 

７ 審議内容 

    「公共調達監視委員会審議対象一覧」及び「審査調書」をもとに、事案ごとに事務局から概

要を説明し、その後委員から意見や質問等を受け審議を行った。 

 委員からの意見・質問に対する回答は次のとおりである。 

 



【審議番号１：競争入札（総合評価落札方式）】 

「平成３０年度地域若者サポートステーション事業」 

    （委員）昨年と同一業者が行っていますが、継続した事業でしょうか。 

    （担当）毎年入札を行っている案件です。昨年度と同じ業者が落札しました。 

    （委員）技術審査委員会の構成はどのようになっていますか。 

    （担当）労働局職員 1 名と外部者 2 名の構成となっています。 

    （委員）技術点に足切り点はありますか。 

    （担当）足切り点はありませんが、項目に 0 点があれば認められないものとなります。 

 

 

【審議番号２：随意契約】 

「平成３０年度障害者就業・生活支援センター事業（雇用安定等事業）委託」 

（委員）予算の上限があり、その範囲内で契約するものでしょうか。 

（担当）予算の範囲内での契約となります。 

（委員）県知事から指定を受けた団体はいくつありますか。 

（担当）4 団体あります。県内を 4 地区に分けて事業を委託しています。 

（委員）消費税の非課税団体と見受けられますが、契約は税抜きの金額ですか。 

（担当）契約額は消費税込みの額です。 

 

 

【審議番号３：随意契約（企画競争）】 

「実践型地域雇用創造事業」 

（委員）評価委員会は全国で行うのでしょうか。 

（担当）そうです。 

（委員）昨年度契約した基山町地域雇用創造協議会と武雄市の協議会とでは契約金額に差があ

るのは何故でしょうか。 

（担当）協議会の計画内容の差によって契約金額が異なります。 

（委員）協議会はこの事業を行うために立ち上げられたのでしょうか。 

（担当）そうです。 

 

 

【審議番号４：競争入札（最低価格落札方式）】 

「複写機の交換購入及び保守業務委託 ２台」 

（委員）落札率が低くなった理由は何でしょうか。 

（担当）複写機本体の交換購入と保守業務の契約のため、ランニングコストを考慮して複写機

本体を低価で応札したことが理由です。 

    



 

【審議番号５：競争入札（最低価格落札方式）】 

「平成３０年度東芝エレベータ(株)製昇降機（エレベーター）の保守業務委託」 

 （委員）この案件を入札にした経緯を説明して下さい。 

 （担当）平成 27 年度から入札に移行した案件です。当初の入札は不落となりましたが、入札参

加資格の等級を幅広く設定した結果、入札参加者が増えました。 

（委員）随意契約を行っていた案件を競争入札に移行したことで、入札参加業者が増え、価格

競争が行われたことは良い事例です。 

 

 

【審議番号６：競争入札（最低価格落札方式）】 

「平成３０年度佐賀公共職業安定所交通誘導警備業務委託」 

（委員）2者に仕様書を交付し 1者しか入札に参加していませんが、辞退した理由は何でしょう

か。 

（担当）辞退した業者から聞いたところ、「他の警備業務との兼ね合いから人員を確保するこ

とが難しく、落札しても迷惑をかける恐れがあるので辞退します」と説明を受けまし

た。 

 

 

【審議番号７：競争入札（最低価格落札方式）】 

「移動式キャビネットの購入」 

（委員）落札業者は他県の業者のようですが、入札参加者は県内に絞っていないのでしょうか。 

（担当）九州・沖縄地区の入札参加資格者を対象とした入札案件ですので、他県の業者も入札

に参加できることになります。 

 

 

【審議番号８：随意契約】 

「印刷機の交換購入２台」 

（委員）入札が不落となり随意契約を行う場合、どのような方法で業者を選ぶのでしょうか。

また、交渉を行う際に金額の提示を行うのでしょうか。 

（担当）入札会は 2者あり、再度入札は 1者であったため、その業者と価格交渉を行いました。 

こちらからは金額の提示はしません。応札金額が予定価格範囲内であったため、契約

締結となりました。 

 

 

 

 


